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演題番号：B4

黒毛和種繁殖牛の産後の栄養状態は塩酸ベタイン製剤で改善できるか
○久郷隆章，中道　藍，岩井幸菜，笠井一人，勝田りさ子，野儀悠太
NOSAI ひょうご 第 3 グループ

演題番号：B3

和牛繁殖農家における子牛の飼養管理、疾病発生及び出荷成績の比較分析
○岩田幸義
京都府丹後家保

1．はじめに：産後の黒毛和種牛のエネルギー不足（NEB）は，
低血糖や肝機能低下につながる。塩酸ベタイン製剤（ビオペ
ア）を産後の黒毛和種牛に投与すると，NEBが解消され，栄
養状態が改善するのかを検討した。
2．材料および方法：県内12の黒毛和種繁殖農場において，産
後3日以内からビオペア（1日90g）を10日間投与したb群（32
頭）と，投与しないc群（27頭）を設定した。初回投与時（Pre）
と産後 41～50 日目（Post）にBCS測定と血液検査（NEFA， 
BHB， GLU， BUN， TCHO， AST， GGT）を行った。試験期間
はR5 年 7 月 1 日～12 月 31 日とした。
3．結　果：BCSは中央値でb群，c群ともにPre3.0， Post3.0
で差はみられなかった。NEFA（umol/L）は中央値でb群，c
群でPre173.0， 198.0， Post152.5， 152.0であり，c群の投与前後
に差がみられた（p=0.0201）。NEFAが 189 以上の頭数は両群
の 45.7%だった。BHB， GLU， BUN， ASTは群内投与前後，
群間Postで差はみられなかった。GLUが 60mg/dL未満の頭
数は両群の 72.8%だった。TCHO（mg/dL）は中央値でb群，
c群でPre62.5， 64.0， Post83.0， 87.0 であり，両群の投与前後
に差がみられた（いずれもp<0.001）。GGT（U/L）は中央値で

b群，c群でPre20.0， 20.0， Post19.5， 20.0 であり，b群の投与
前後に差がみられた（p=0.0465）。
4.考察および結語：PreのBCS， NEFAおよびGLUから，約
3 割程度の個体が産後のNEBと考えられた。NEFAは両群と
もPostで低下し，BHB， GLU， BUN， ASTに差はみられず，
TCHO， GGTは参照範囲内だったことから，ビオペアのNEB
解消効果は明確ではなかった。本試験目的でのビオペア投与
の効果については別試験で検討する必要があると考えられた。

1．はじめに：和牛繁殖農家にとって子牛の死亡は大きな課題
の一つである。令和3年の全国子牛死廃事故原因を見ると、新
生子異常、消化器病、循環器病、呼吸器病の順に多い。分娩
に起因する新生子異常は分娩前後の観察と適切な対応によっ
て、消化器病と呼吸器病は飼養管理によって一定予防可能。
京都府丹後家保では家畜防疫、家畜保健衛生、生産性向上支
援等の家畜保健衛生所の基本業務に加え、家畜診療も行って
いる。当所業務で得たデータをもとに地域の和牛繁殖農家の
管理方法の差が疾病発生や出荷成績に及ぼす影響について調
査を行った。
2．材料及び方法：地域の和牛繁殖農家のうち、飼養繁殖雌牛
が 10 頭以上おり、当所が診療を行い、子牛せり市へ出荷があ
る 5 農家（A～E）を対象とし、分娩前後の飼養管理、子牛の
診療履歴、分娩事故率、子牛せり市での出荷成績を比較した。
3．結果：農家毎の分娩前後の管理方法をみると、母牛の分
娩前分娩房入房期間と分娩後分娩房内母子同居期間を合わせ
た分娩房占有期間は、A，B農家が 3 か月、C，D農家が 1 か
月前後であった。E農家は分娩後即母子完全分離し、完全人
工哺乳で飼育。分娩事故率はC農家が他 4 農家の 5 倍以上高

い結果。平均診療日数はB，C農家が 10 日前後と多く、A，
D，E農家は3 日以下と少ない傾向。特にC農家は他 4 農家と
比較して顕著に肺炎の診療頭数及び診療日数が多くなった。
せり市成績を見ると、平均価格は診療日数最小のA農家で一
番高く、診療日数は多いが管理が手厚いB農家が次いで高く
なった。
4．考察および結語：分娩房占有期間の長いA農家とB農家で
分娩事故が少なく、せり市価格が高い傾向。B農家は診療日
数多いが、他農家と比較して早期に診療依頼がある印象。こ
れらのことから分娩前後に個別飼養し、母子の管理が手厚い
農家で分娩事故が少なく、母牛の状態も安定し、子牛のスト
レスも少なく、丈夫で損耗の少ない子牛生産ができていると
考えた。また、子牛の観察頻度が多く、早期発見早期治療を
行うことで疾病が重篤化せず、出荷成績への影響が少ないも
のと推察。分娩事故率の高いC農家は分娩房占有期間が短い
上、飼養頭数に対し分娩房数が少なく、分娩前後の環境の安
定や観察が不十分なことが示唆された。今後は今回のデータ
をもとに改善案を提示し、分娩前後の適正な飼養管理指導に
努め、地域の和牛繁殖農家の生産性向上を目指したい。 
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